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ダラーキック：処理７日後でスポットが被覆され始め、処理15日後ではさらに被覆が進んでいた。
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試験場所：兵庫県ゴルフ場　 散布日：2013年５月15日　 草種：ベントグラス

ダラーキック  200倍  0.2L/㎡ A剤  400倍  0.1L/㎡ 無処理



芝生用殺菌剤芝生用殺菌剤

※印は本剤及びその有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示す。

西洋芝
（ベントグラス）

日本芝
（こうらいしば）

作物名 適用病害名 使用液量 使用方法 総使用回数※希釈倍数

200～400倍

本剤及び
プロシミドンを
含む農薬

２回以内

0.2ℓ/㎡

使用時期

発病初期ダラースポット病 散布

（2024年７月現在の登録内容）適用病害と使用方法

委託試験成績

使用時期カレンダー

保  管…密封し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼・乾燥した所。

農林水産省登録  第23329号
成分：プロシミドン（化管法1種）………………… 50.0%
　　  鉱物質微粉、 界面活性剤等 ……………… 50.0% 
　　  〔ドデシル硫酸ナトリウム（化管法1種） …… 2.2%〕
性状：類白色水和性粉末 63μｍ以下
毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）
包装：500g×10袋

■ラベルをよく読む　　■記載以外には使用しない　　■小児の手の届く所には置かない

・使用量に合わせ薬液を調製し、使いきる。
・散布液調製後はそのまま放置せず、速やかに使用する。
・石灰硫黄合剤、ボルドー液など強アルカリ性薬剤との混用はさける。
・あぶらな科作物（特に白菜、だいこん、ストック）にはかからないよ
うにする（薬害）
・過度の連用をさけ、作用性の異なる薬剤と輪番使用をする（耐性菌
出現回避）

効果・薬害等の注意

安全使用上の注意
・眼に入らないように注意。眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科
医の手当を受ける（刺激性）
・皮ふに付着しないように注意。皮ふに付いた場合は直ちに石けん
でよく洗い落とす（刺激性）
・散布時は、農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣など
を着用する。作業後は手足、顔などを石けんでよく洗い、うが
いをして洗眼する。

・公園などで使用する場合、散布区域に縄囲いや立て札をたて、
散布中及び散布後（最小限その当日）に関係者以外は立ち入らせ
ない。小児、人畜等に留意する。

●火災時は、適切な保護具を着用し水・消火剤等で消火に努める。
●漏出時は、保護具を着用し掃き取り回収する。
●移送取扱いは、ていねいに行う。
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ダラースポット病の発生消長

R202407-1

散布日 ： 2012年５月７日、５月21日
調　査 ： ６月４日に発病面積率を調査

草　種 ： ベントグラス
発　生 ： 中～多
●ダラースポット病に対して対照に優る効果を示した
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試験実施場所：兵庫県

ダラースポット病への治療効果


